
１１１１　　　　総括総括総括総括

（（（（１１１１））））人件費人件費人件費人件費のののの状況状況状況状況（（（（普通会計決算普通会計決算普通会計決算普通会計決算））））

（（（（２２２２））））職員給与費職員給与費職員給与費職員給与費のののの状況状況状況状況（（（（普通会計予算普通会計予算普通会計予算普通会計予算））））

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
      ２　職員数は、平成２４年４月１日現在の人数である。

（（（（３３３３））））ラスパイレスラスパイレスラスパイレスラスパイレス指数指数指数指数のののの状況状況状況状況（（（（各年各年各年各年４４４４月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在））））

（注）１ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。
　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

２２２２　　　　一般行政職給料表一般行政職給料表一般行政職給料表一般行政職給料表のののの状況状況状況状況（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年４４４４月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在））））

（単位：円）

平成２４年度　ニセコ町人事行政の運営等の公表

（参考）人 件 費 率実 質 収 支歳 出 額 人 件 費

757,737

給　 料

114,03351,941317,286

※　人件費には、議会議員や非常勤特別職、臨時職員を含むニセコ町職員に係る報酬、給与、各種手当、
　共済費、負担金が含まれています。

給与費 B/A

給　　　　与　　　　費
区分

112,183

Ｂ

　　　　　千円 　　　　　千円

Ａ

4,869,092
23年度

区分
住民基本台帳人口

（23年度末）

人　

4,694

　　　　　　　千円

22年度の人件費率

　　　　　　　　　　　％

15.1

Ｂ／Ａ

　　　　　　％

15.6

82

　　　　　千円 千円

期末・勤勉手当職員手当

483,260

計　Ｂ

職員数

千円千円 千円

Ａ

（参考）23年度

一人当たり給与費

一人当たり

5,9515,893

千円

６級

24年度
人

１ 号 級 の
給 料 月 額

最 高 号 級 の
給 料 月 額

289,200126,800 222,900

１級 ３級 ５級

243,700

２級

185,800

307,800 354,700

320,600

422,600

４級

261,900

388,300 400,600

(H18)
93.5(H18)

92.3

(H18)
98.6

(H23)
98.1

(H23)
94.4

(H23)
95.3

90

95

100

105

ニセコ町 類似団体平均 全国町村平均
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３３３３　　　　職員職員職員職員のののの平均給与月額平均給与月額平均給与月額平均給与月額、、、、初任給等初任給等初任給等初任給等のののの状況状況状況状況
（（（（１１１１））））職員職員職員職員のののの平均年齢平均年齢平均年齢平均年齢、、、、平均給料月額及平均給料月額及平均給料月額及平均給料月額及びびびび平均給与月額平均給与月額平均給与月額平均給与月額のののの状況状況状況状況（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年４４４４月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在））））

　　　　①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

（注）１　「平均給料月額」とは、２３年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
      ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当
　　　　などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされてい
　　　　るものである。　
　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務
　　　　手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

（（（（２２２２））））職員職員職員職員のののの初任給初任給初任給初任給のののの状況状況状況状況（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年４４４４月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在））））

円 円 円

円 円 円

（（（（３３３３））））職員職員職員職員のののの経験年数別経験年数別経験年数別経験年数別・・・・学歴別平均給料月額学歴別平均給料月額学歴別平均給料月額学歴別平均給料月額のののの状況状況状況状況（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年４４４４月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在））））

円 円 円

円 円 円

４４４４　　　　級別職員数等級別職員数等級別職員数等級別職員数等のののの状況状況状況状況

（注）１　ニセコ町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

407,804ニセコ町

北海道

41.9

45.3

321,500

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

１　級
8.7

２　級

標準的な職務内容

高度の知識または経験を必要とする
業務を行う職務

人

職員数

定型的な業務を行う職務

人

42.040

区　　　　　分

係長の職務・主査の職務・主任の職
務

一般行政職
高　校　卒

大　学　卒

経験年数２０年

140,100129,592

％

7.3

33.325

人

373,413395,579

172,200

342,278361,552

― 397,723

国北海道ニセコ町

354,701

平均給与月額

（国ベース）

42.7

327,401

類似団体

国 42.3 327,205

312,748

159,285 172,200

経験年数１５年

258,200

288,400

140,100

６　級

302,500

6
重要な業務を処理する課長等の職務

構成比

5.8

％

人

人課長等の職務・困難な業務を処理す
る係長の職務・特に困難な業務を処
理する主査等の職務

2
５　級

３　級

区　　分

5

４　級

人

8

高校卒

大学卒

区　　　　分 経験年数１０年

一般行政職
220,300

333,300258,200

2.9

特に困難な業務を処理する課長等の
職務

％

％

％

（平成２４年４月１日現在）

％
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５５５５　　　　職員職員職員職員のののの手当手当手当手当のののの状況状況状況状況

（（（（１１１１））））期末手当期末手当期末手当期末手当・・・・勤勉手当勤勉手当勤勉手当勤勉手当

千円 千円 千円

（23年度支給割合） （23年度支給割合） （23年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

（（（（２２２２））））退職手当退職手当退職手当退職手当（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年４４４４月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在））））

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

（定年前早期退職特例措置　2～20％加算） （定年前早期退職特例措置　2～20％加算）

千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、23年度に退職した職員に支給された平均額である。

（（（（３３３３））））時間外勤務手当時間外勤務手当時間外勤務手当時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

0.6501.450

職制上の段階、職務の級等による加算
措置あり

59.28

47.50

役職加算

ニセコ町

1.450 1.450

59.28

国

給料月額の5％～20％の
加算

給料月額の10％～25％の
加算

2.600

役職加算役職加算
給料月額の5％～20％の
加算

給料月額の10％～25％の
加算

給料月額の5％～15％の
加算

管理職加算 管理職加算

23.50

0.650

30.55

33.50 41.34

0.650

職制上の段階、職務の級等による加算
措置あり

23.50 30.55

－ 13,777

41.34

59.2847.50

59.28 59.28

59.28

33.50

226

16,766

200職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 22 年 度 決 算 ）

支 給 実 績 （ 22 年 度 決 算 ）

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 23 年 度 決 算 ）

支 給 実 績 （ 23 年 度 決 算 ）

１人当たり平均支給額

職制上の段階、職務の級等による加算
措置あり

1,375 －

1.350

１人当たり平均支給額（23年度）

ニセコ町

2.600

１人当たり平均支給額（23年度）

－

国

1.350

１人当たり平均支給額（23年度）

北海道

2.600 1.350

18,513
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（（（（４４４４））））そのそのそのその他他他他のののの手当手当手当手当（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年４４４４月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在））））

円

円

円

円

円

円

円26,111千円

管理・監督の地位にある職員に支
給
・給料月額×８％

管理職手当

宿日直手当

○配偶者
　・月額　13,000円
○配偶者以外
　・月額　6,500円
○配偶者のない職員
　・１人のみ月額11,000円
○満１６歳の年度初めから満２２
歳の年度末までの子
　・１人当たり月額5,000円加算

国の制度と

11,593

同じ

管理職員
特別勤務手当

日直時間に
よる支給額

土・日曜日等に日直を担当した職
員に１回につき4,200円を支給

１ 借家、借間
（家賃が月額12,000円を超える場
合のみ該当）
①家賃等が23,000円以下
　・家賃額から12,000円を控除し
　た額
②家賃等が23,000円を超える場合
　・家賃額から23,000円を控除し
　た後の２分の１の額を16,000円
　を限度として11,000円に加算し
　た額

１ 交通機関利用者
①運賃等が支給単位期間（6ヶ月）
の定期券等の価額が月額55,000円
以内のときは、その全額
②運賃等が支給単位期間（6ヶ月）
の定期券等の価額が月額55,000円
を超える場合は、月額55,000円を
限度とする。
２ 交通用具使用者
①片道2Ｋｍ以上5Ｋｍ未満の者
　・月額　2,000円
②片道5Ｋｍ以上10Ｋｍ未満の者
　・月額　4,100円
③片道15Ｋｍ以上20Ｋｍ未満の者
　・月額　8,900円

同じ

同じ

異なる

異なる

異なる

住居手当

440

5,029

管理・監督の地位にある職員が緊
急及び臨時等の用務により休日に
勤務した場合に支給
・3時間以上6時間未満 10,000円
・6時間以上　　　　　15,000円

支給率

513

5,858

235支給額

通勤手当

扶養手当

手　当　名 内容及び支給単価

寒冷地手当

支給実績

異なる内容
国の制度 （平成23年度普通

会計決算）との異同 （平成23年度普通
会計決算）

8,400千円

236,581

390,529

千円

千円 218,613

千円

千円

支給職員１人当たり

8,587 千円 103,456

39,927

平均支給年額

世帯の状況と扶養者数に応じて、
１１月から翌年３月まで毎月
10,340円～26,380円を支給。

同じ
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６６６６　　　　特別職特別職特別職特別職のののの報酬等報酬等報酬等報酬等のののの状況状況状況状況（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年４４４４月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在））））

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

月分

月分

　　（算定方式） （１期の手当額） （支給時期）

給料月額×在職年数×5.313月

給料月額×在職年数×3.355月

給料月額×在職年数×2.937月

(注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。                         
     ２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）     
        勤めた場合における退職手当の見込額である。                                 

７７７７　　　　職員数職員数職員数職員数のののの状況状況状況状況

（（（（1111))))部門別職員数部門別職員数部門別職員数部門別職員数のののの状況状況状況状況とととと主主主主なななな増減理由増減理由増減理由増減理由
（各年４月１日現在）

人口1,000人当たり職員数　　　　　　　　　　人

（類似団体の人口1,000人当たり職員数 人）

人口1,000人当たり職員数　　　　　　　　　　人

（類似団体の人口1,000人当たり職員数 人）

＜参考＞

人口1,000人当たり職員数　　　　　　　　　　人

（注）１　職員数は一般職（教育長含む）に属する職員数である。
　　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

業務量の増加による増

職員配置数の見直しによる減

17.47

19.83

＜参考＞

＜参考＞

13.21

16.51

職員配置数の見直しによる減

520,000

299,000

228,000

150,000

100,000

14,239千円

251,000

－

（参考）類似団体における最高／最低額

119,000

任期毎又は退
職時に支給

7,649千円

退
職
手
当

備　　　　考

　　（24年度支給割合）

3.95

職員配置数の見直しによる減

職 員 数

町 長

4

商　工
農林水産

総　務 24

平成24年

給
 
 
料

副 町 長 570,000

教育部門

計

　　　　　　　区　分

　部　門

670,000

期
末
手
当

議 員

3.95

教 育 長

副 議 長

議 長

258,000

0

667,000

－

業務量の増加による増

307,000

1

6,109千円

主な増減理由

0

町 長 280,000828,000

水　道

2

5

議 長

副 議 長

議　会

教 育 長

副 町 長

普
通
会
計
部
門

民　生

区 分

-1
05

0
0

5 1

258,000

教 育 長

24
5

5

1

5
5

9

99

6

3

平成23年

205,000

　　（24年度支給割合）

対前年
増減数

1

205,000

170,000

170,000

町 長

議 員

給 料 月 額 等

報
 
 
酬

副 町 長

小　計

税　務

衛　生

公
営
企
業

等
会
計
部

門

合　　計

介　護

18.75

0
0
0

国　保

87
[88]

土　木

小　計

0

一
般
行
政
部
門

9
4

下水道 2

[88]

-1

[0]

0

0

1
2

1
88

2

1

62 62 0

82 82 0

2020
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（（（（2222))))年齢別職員構成年齢別職員構成年齢別職員構成年齢別職員構成のののの状況状況状況状況（（（（２４２４２４２４年年年年４４４４月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在））））

　

（注）　職員数は一般職に属する職員数である。

((((3333))))職員数職員数職員数職員数のののの推移推移推移推移
（各年４月１日現在）

（注）１ 各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。
      ２ 合併した団体にあっては、合併前の年については合併前の旧団体の合計職員数。

((((4444))))正職員以外正職員以外正職員以外正職員以外のののの職員職員職員職員のののの状況状況状況状況
（７月１日現在）

臨時職員
（事務補助）

人数 4 4 4 12 23

　　　　　　　区　分
準職員 地域おこし協力隊

財団法人自治
体国際化協会
（クレア）

-2

-16.7%

0.0%

2.5%

-25.0%

-4

0

2

過去５年間の

増減数（率）

10.7%

880

6

２１年度 ２２年度

56

0 0

24

56 57

21

１９年度

一般行政

6

消防

普通会計計

公営企業等会計

56 62

20

77

0

0 0.0%88 83

14

8

0

8 6

82

87

2221

嘱託職員

78 78 82

88

6 5

２０年度

86 1310

人人

56 60

59

～

計

3

人

28

～ ～

24

0 0

20

35

6

人

27 31

62

２４年度２３年度

人

7
職員数

20
区　分

人

44

～

48

以上

人

0

人

2

47 554339 5123

～

未満

20 32

～～～

40

～ ～

36

教育

総合計

人 人人

　　　　　　　区　分

　部　門

人

80

86 84

人

52

19

0

5

10

15

20

25

30

35

構成比

５年前の構成
比

%
（例）
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８８８８　　　　職員職員職員職員のののの勤務時間勤務時間勤務時間勤務時間そのそのそのその他他他他のののの勤務条件勤務条件勤務条件勤務条件

((((１１１１) ) ) ) 勤務時間勤務時間勤務時間勤務時間

((((２２２２) ) ) ) 休暇等休暇等休暇等休暇等

始業時刻

取　得　条　件

8:40 17:15

終業時刻

区　分

有　給

有　給

休憩時間

勤務時間の割振り
週休日

有　給

連続する６日以内 有　給

有　給

１年に５日以内

必要と認められる期間

必要と認められる期間

給料の支給

土曜日
日曜日

有　給

有　給

期　間

12：10～13：00

負傷又は疾病のため療養の必要があるとき

１年のうち２０日
２０日を限度に翌年に繰越
すことができる

特になし

必要と認められる期間

病気休暇 同一疾病９０日間

年次有給休暇

骨髄移植のドナーとなるとき

出産するとき

出産したとき

１日２回それぞれ45分以内

申し出た日から出産の日ま
で

生後1年に達しない生児に女子職員が授乳す
るとき

有　給

出産の翌日から８週間 有　給

有　給

１年に５日以内 有　給

３日以内 有　給

有　給

介護休暇
連続する６月の期間内にお
いて必要と認められる期間

小学校就学前の子を看護する必要があると
き

親族が死亡したとき

必要と認められる期間

１日

無　給

配偶者、父母、子、配偶者の父母等で負
傷、疾病又は老齢により日常生活を営むの
に支障があるものの介護をするため、勤務
しないことが相当であると認められるとき

有　給

７月から９月までの連続す
る３日以内

有　給

有　給

夏期休暇

災害又は交通機関の事故等により出動が困
難なとき

結婚するとき

１週間の勤務時間

特別休暇
（主なもの）

配偶者、父母及び子の追悼のための特別な
行事を行うとき

妻の出産の付添いをするとき

（主なもの）
配偶者 　１０日
父母　 　  ７日
子　　　   ５日
祖父母　 　３日
孫　　　　 １日
兄弟姉妹　 ３日

無償で社会奉仕活動をするとき

公民権行使のため必要があるとき

公の職務執行のため必要があるとき

３８時間４５分
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９９９９　　　　職員職員職員職員のののの分限及分限及分限及分限及びびびび懲戒処分懲戒処分懲戒処分懲戒処分（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度））））

１０１０１０１０　　　　職員職員職員職員のののの義務及義務及義務及義務及びびびび制限制限制限制限（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度））））

該　　当　　事　　項

・勤務実績が良くない。
・心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えない。
・必要な適格性を欠く。
・職制若しくは定数の改廃又は予算の減少により廃職又は過員を生じた。

・心身の故障のため、長期の休養を要する。
・刑事事件に関し起訴された。

・地方公務員法若しくは第５７条に規定する特例を定めた法律又は、これに基く
条例、地方公共団体の規則若しくは地方公共団体の機関の定める規程に違反し
た。
・職務上の義務に違反し、又は職務を怠った。
・全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった。

処分者数

分
限
処
分

降任 0 人

免職 0 人

休職 0 人

区　　分

懲
戒
処
分

免職 0 人

停職 0 人

減給 0 人

戒告 1 人

（注）　分限処分は、公務能率の維持を目的に職員に対して行われる処分です。
　　　　懲戒処分は、職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩序維持を図る制裁的処分です。

　すべての公務員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては、全力でこれに専
念しなければなりません。（地方公務員法第３０条）
　これを実行するため、職員には次のような義務や制限が課せられています。

区　　　分 内　　　容 違反者数

命令に従う義務
（地方公務員法第32条）

職員は、法令に従い、かつ、上司の命令に従わなけ
ればならない。

0 人

信用失墜行為の禁止
（地方公務員法第33条）

職員は、職の信用を傷つけ、又は職全体の不名誉と
なるような行為をしてはならない。

0 人

秘密を守る義務
（地方公務員法第34条）

職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならな
い。その職を退いた後も同様とする。

0 人

職務に専念する義務
（地方公務員法第35条）

職員は、勤務時間中、職務に注意力のすべてを用
い、職務にのみ専念しなければならない。

0 人

政治的行為の制限
（地方公務員法第36条）

職員は、政治的活動に関与してはならない。 0 人

争議行為の禁止
（地方公務員法第37条）

職員は、ストライキ等をしてはならない。 0 人

営利企業等への従事制限
（地方公務員法第38条）

職員は、許可を受けなければ、営利を目的とする会
社その他の団体の役員等を兼ね、若しくは自ら私企
業を営み、又は報酬を得ていかなる事業若しくは事
務にも従事してはならない。

0 人
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１１１１１１１１　　　　職員職員職員職員のののの研修及研修及研修及研修及びびびび勤務成績勤務成績勤務成績勤務成績のののの評定評定評定評定（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度））））

((((１１１１) ) ) ) 職員研修職員研修職員研修職員研修

＜＜＜＜職場内研修職場内研修職場内研修職場内研修＞＞＞＞

＜＜＜＜研修所研修所研修所研修所・・・・派遣研修派遣研修派遣研修派遣研修＞＞＞＞

延べ人数

税務事務（基礎）《市町村民税課税》研修 北海道自治政策研修センター（札幌市） 1 人

4 人

3 人

後志管内町村職員初級研修講師

後志地区法務応用研修

後志管内町村職員中級研修

1 人北海道自治政策研修センター（札幌市）

これからの管理職～企画力と行動力の発揮～ 市町村アカデミー（千葉県千葉市）

自治大学校研修 東京都

1 人

1 人

5 人

市町村アカデミー（千葉県千葉市）

1 人

1 人

1 人

市町村アカデミー（千葉県千葉市） 1 人

倶知安町 3 人

倶知安町

1 人

（株）ニセコリゾート観光協会派遣研修 （株）ニセコリゾート観光協会

後志町村会（蘭越町） 2 人

後志町村会（倶知安町）

1 人

全国市町村国際文化研修所（滋賀県大津市）

後志管内町村職員初級研修 後志町村会（蘭越町） 2 人

電話対応・接遇マナー研修会

広報広聴研修

マルチメディア・パソコン講座

全国市町村国際文化研修所研修講師（政策実務
系研修「自治体公文書管理」への出講）

後志町村会（倶知安町）

環境問題に関する政策形成と条例等（政策法
務）

指導能力研修

研　修　名

後志管内町村新規採用職員基礎研修

1 人

　多様化、高度化する行政ニーズに対応し、柔軟で効率的な行政運営に努める職員を育成するため、研修計
画を策定し、職員研修を実施しています。
　平成２３年度の研修実績は、次のとおりです。

研修名 講　　師

新採用職員研修 各管理職等

「心の健康」メンタルヘルスケアを考えま
しょう

東京メンタルヘルス・アカデミー
　札幌センター長　心理相談員　輪島公人　氏

4 人

研修派遣先

後志町村会（蘭越町）

2 人

平成２３年度市町村職員海外派遣研修 オランダ・ドイツ・フランス 1 人

全国地域リーダー養成塾 東京都

プレゼンテーション研修

北海道自治政策研修センター（札幌市）

市町村職員道外先進事例研修 島根県・鳥取県

法制執務研修（応用） （株）ぎょうせい総合研究所　上原　等　氏

後志地区法務基礎研修 後志町村会（倶知安町）
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＜＜＜＜自主研修自主研修自主研修自主研修＞＞＞＞

１２１２１２１２　　　　職員職員職員職員のののの福祉及福祉及福祉及福祉及びびびび利益利益利益利益のののの保護保護保護保護

((((１１１１) ) ) ) 職員職員職員職員のののの福利厚生福利厚生福利厚生福利厚生

4 人

1 人

水道大学基礎講座 東京都 1 人

札幌市

中札内村

延べ人数

1 人

研　修　名

北海道地方財政合同アカデミー研修

1 人文学館演習

区　　分

　地方公務員の病気、負傷、出産、休業、災害、退職、障害若しくは死亡又はその被扶養者の病気、負傷、出産、死
亡若しくは災害に関して適切な給付を行なうため、相互救済を目的とする共済制度があります。
　本町職員に対して適用される共済制度は、北海道市町村職員共済組合が制度を運用、実施しています。
また職員は、共済組合の事業をより充実、補完するために設けられた（財）北海道市町村職員福祉協会に加入し福利
厚生の充実を図っています。

事　業　内　容

研修派遣先

東京都

出納事務実務講座

環境国際リゾート・二セコ検討グループ視察研
修

沖縄県名護市・宜野座村 4 人

シニアマネージャー研修 全国市町村国際文化研修所（滋賀県大津市） 1 人

自治体職員のための政策法務 全国市町村国際文化研修所（滋賀県大津市） 1 人

自治体とコンビニの連携に関する調査グループ
視察研修

三重県玉城町・神奈川県藤沢市

共済組合

短期給付事業（民間の健康保険に相当）
　・保険給付＝療養の給付、出産費など
　・休業給付＝傷病手当金、休業手当金、育児休業手当金など
　・災害給付＝災害見舞金など

長期給付事業（民間の厚生年金に相当）
　・退職給付＝退職共済年金、特例による退職共済年金
　・障害給付＝障害共済年金、障害一時金
　・遺族給付＝遺族共済年金

福祉事業
　・保健事業、貯金事業、貸付事業、物資事業

宿泊事業
　・ホテルポールスター札幌の利用助成

福祉協会

福利厚生事業
　・保養＝指定宿泊施設の利用助成など
　・保健＝入院一時金、出産祝金など
　・研修＝ライフプランセミナーの開催など

医療給付事業（退職者、配偶者等を対象）
　・医療費＝医療費の助成、入院見舞金、死亡弔慰金

その他
　・貸付事業、福祉年金事業、生命共済事業
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((((２２２２) ) ) ) 公務災害補償制度公務災害補償制度公務災害補償制度公務災害補償制度

((((３３３３) ) ) ) 職員職員職員職員のののの利益利益利益利益のののの保護保護保護保護

　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、適当な措置が執られるよう要求することや、懲戒その他意
に反する不利益な処分を受けたときは、公平委員会に対して申し立てをすることができます。
　公平委員会とは、地方公務員法第７条第３項の規定により、町による設置が義務付けられている機関（後志管
内は共同設置）で、①職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求を審査・判定し、必要な措置
をとること、②職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決又は決定、③その他、職員の苦情
処理を行います。
　後志管内の町村は、「後志公平委員会」を設置し、後志町村会を事務局に共同で運営しています。
　平成２３年度に、後志公平委員会に対する勤務条件に関する措置要求、及び不利益処分に関する不服申立はあ
りませんでした。

平成２３年度
災害件数

　公務災害の補償については、地方公務員災害補償法に基づいて行われます。
　公務上の災害等に対する補償の迅速かつ公正な実施を確保するため、地方公務員災害補償基金が設置され、補
償等を実施しています。
　本町は、地方公務員災害補償基金北海道支部に加入しており、公務災害に関する給付は当基金から行われま
す。

１件

災　害　の　概　要

左第３中手骨骨折
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